
１
９
３
１
年
９
月
、
関
東
軍
の
南
満
州

鉄
道
の
爆
破
を
突
破
口
に
、
日
本
は
足

掛
け
15
年
に
わ
た
る
、
暗
く
長
い
戦
争
の

時
代
に
突
入
し
ま
し
た
。
日
本
は
「
帝
国

自
存
」
を
名
目
に
中
国
東
北
部
を
一
気

に
占
領
、
傀
儡
国
家
「
満
州
国
」
を
建
国

し
、
中
国
全
土
を
侵
略
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
１
９
４
１
年
12
月
、
日
本
は
「
自

存
自
衛
の
為
」
（
宣
戦
詔
書
）
と
し
て
米

国
に
宣
戦
布
告
し
ま
し
た
。
同
時
に
「
大

東
亜
共
栄
圏
」
「
八
紘
一
宇
」
の
大
義
を

掲
げ
、
ア
ジ
ア
諸
国
を
占
領
し
ま
し
た
。

そ
し
て
国
民
に
「
一
億
火
の
玉
」
を
呼
び

か
け
、
マ
ス
コ
ミ
界
、
教
育
界
は
こ
ぞ
っ
て

戦
争
を
後
押
し
、
戦
争
に
非
協
力
的
な

も
の
は
「
非
国
民
」と
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
国
民
は
８
月
15
日
に
戦
争
が
終

わ
っ
た
こ
と
を
「
玉
音
放
送
」
を
通
じ
て

知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
敗
戦
か
ら
71

年
。
戦
争
の
反
省
か
ら
生
ま
れ
た
日
本

国
憲
法
と
戦
後
民
主
主
義
が
、
今
や
大

き
な
曲
が
り
角
に
差
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。

「
改
憲
」
が
具
体
的
な
政
治
日
程
に
上
が

り
、
日
本
社
会
が
新
た
な
「
戦
前
」
に
向

か
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

安
倍
政
権
は
憲
法
９
条
改
悪
を
本
丸

と
し
て
い
ま
す
。
第
一
次
安
倍
内
閣
は
２

０
０
６
年
12
月
に
教
育
基
本
法
を
改
悪

し
、
「
愛
国
心
」
「
公
共
」
「
伝
統
」
「
道
徳
」

を
散
り
ば
め
ま
し
た
。
第
二
次
安
倍
内

閣
の
２
０
１
３
年
12
月
に
は
「
特
定
秘
密

保
護
法
」
の
制
定
を
強
行
。
第
三
次
安

倍
内
閣
で
は
解
釈
改
憲
に
よ
る
集
団
的

自
衛
権
行
使
容
認
を
閣
議
決
定
し
、
２

０
１
５
年
９
月
に
安
全
保
障
法
（戦
争
法
）

を
制
定
し
ま
し
た
。
今
や
日
米
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
よ
る
日
米
共
同
軍
事
訓
練
は

日
常
化
し
、
憲
法
９
条
の
空
洞
化
が
極

限
状
態
に
達
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
権
力
の
マ
ス
コ
ミ
と
教
育
へ
の
介

入
と
統
制
が
露
骨
に
進
め
ら
れ
、
沖
縄

の
辺
野
古
新
基
地
や
高
江
の
ヘ
リ
パ
ッ
ド

建
設
が
、
県
民
の
意
思
を
全
く
無
視
し
、

警
察
等
の
公
権
力
で
住
民
を
抑
圧
・
弾

圧
し
て
強
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
深
刻
な
の
は
、
こ
の
よ
う
に
暴

走
す
る
安
倍
政
権
の
支
持
率
が
未
だ
50

％
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

今
年
の
「
８
・15
」
は
特
別
の
意
味
が
あ
り

ま
す
。
参
議
員
選
挙
の
結
果
、
改
憲
に

賛
成
す
る
衆
参
両
院
の
議
員
数
は
３
分

の
２
を
超
え
ま
し
た
。
憲
法
９
条
の
改
悪

を
狙
う
自
民
党
が
過
半
数
の
議
席
を
得

ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
「
改
憲
と
戦
争
」
か
、
そ
れ

と
も
「
護
憲
か
平
和
」
か
の
激
し
い
攻
防

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
た
か
い
に
勝

つ
に
は
、
全
国
で
戦
争
法
に
反
対
し
て
き

た
市
民
・
労
働
者
の
運
動
を
さ
ら
に
広

げ
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
成
果
を
あ
げ
始

め
て
い
る
格
差
と
貧
困
、
戦
争
に
反
対
す

る
全
野
党
の
共
同
運
動
を
国
政
、
首
長

選
挙
で
さ
ら
に
強
め
る
こ
と
で
す
。

日
本
を
「
い
つ
か
来

た
道
」
に
戻
ら
せ
な

い
た
め
に
、
声
を
あ

げ
て
し
っ
か
り
進
み

ま
し
ょ
う
。
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2016年８月号

８
月
15
日
は
日
本
が
、
「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
」
を
受
諾
し
、
無
条
件
降

伏
を
し
た
日
で
す
。
ア
ジ
ア
で
２
０
０
０
万
人
、
日
本
で
３
１
０
万
人

の
多
大
な
命
を
奪
っ
た
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
の
終
結
か
ら
今
年
８
月

で
71
年
を
迎
え
ま
し
た
。
日
本
は
今
こ
そ
、
そ
の
反
省
と
教
訓
を
生

か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
安
倍
政
権
は
逆
走
し
て
い
ま
す
。

戦後７１年の

８月15日
戦
争
は
自
衛
か
ら
始
ま
っ
た

９
条
を
変
え
平
和
国
家
否
定

新たな「戦前」へ逆走する日本社会

さ
ら
に
野
党
の
団
結
と
共
闘



人
殺
し
に
習
熟
す
る
た
め
に
日
夜
訓
練

に
励
む
米
海
兵
隊
ら
が
市
民
生
活
を
共

に
す
る
沖
縄
。
米
元
海
兵
隊
員
に
よ
る
女

性
暴
行
殺
害
事
件
が
起
き
、
６
月
に
６
万

５
０
０
０
人
が
参
加
す
る
怒
り
の
県
民
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
直
前
の
県

議
選
で
は
新
基
地
反
対
派
の
与
党
が
勝

利
し
、
７
月
の
参
院
選
で
は
同
じ
く
基
地

撤
去
を
求
め
る
伊
波
洋
一
さ
ん
が
現
職

閣
僚
を
10
万
票
以
上
の
大
差
で
破
り
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
安
倍
政
権
は
淡
々
と
ヘ
リ

パ
ッ
ド
建
設
に
着
工
し
ま
し
た
。

米
軍
訓
練
場
の
あ
る
沖
縄
本
島
北
部
は

ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
な
ど
の
固
有
種
が
生
息
す

る
自
然
の
宝
庫
。
そ
こ
に
約
７
８
０
０
㌶
の

訓
練
所
場
が
居
座
り
、
日
夜
人
殺
し
訓
練

が
行
わ
れ
、
い
ざ
戦
争
に
備
え
て
い
ま
す
。

そ
の
訓
練
場
の
51
％
が
米
軍
に
は
不
要

と
な
り
、
集
約
・
新
設
を
条
件
に
日
本
に

返
還
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

伴
い
、
ヘ
リ
パ
ッ
ド
も
狭
く
な
っ
た
地
域
に

集
約
・
新
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
も
、
使
用
す
る
機
種
は
欠
陥
機
オ

ス
プ
レ
イ
が
主
役
。
そ
の
ま
き
散
ら
す
騒

音
は
凄
ま
じ
く
、
睡
眠
を
妨
げ
ら
れ
て
学

校
を
休
む
子
ど
も
も
出
て
い
ま
す
。

ヘ
リ
パ
ッ
ド
も
辺
野
古
の
新
基
地
も
、
す

べ
て
戦
争
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
沖
縄
は

海
外
で
戦
争
を
行
う
米
軍
の
出
撃
基
地
。

基
地
の
縮
小
・
撤
去
が
平
和
憲
法
の
下
に

復
帰
し
た
沖
縄
県
民
の
切
実
な
願
い
と
な
っ

て
い
ま
す
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
政
府
は
、
①
北
部
訓

練
場
の
機
能
強
化
に
は
目
を
つ
ぶ
り
、
不

要
と
な
っ
た
敷
地
の
返
還
を
優
先
、
②
し

か
も
、
そ
の
敷
地
返
還
を
辺
野
古
新
基
地

建
設
の
取
引
条
件
に
リ
ン
ク
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ト
リ
ッ
ク
を
用
い
て
、
「
辺
野
古
唯
一
」

の
撤
回
を
求
め
る
沖
縄
の
要
求
を
一
蹴
し
、

菅
官
房
長
官
は
本
来
両
立
し
え
な
い
「
協

議
と
裁
判
」
を
並
行
し
て
進
め
る
と
国
民

を
欺
き
ま
し
た
。

こ
の
炎
天
下
、
沖
縄
で
は
体
を
張
っ
た
県

民
の
必
死
の
抵
抗
が
続
い
て
い
ま
す
。
安

保
法
制
（
戦
争
法
）
が
具
体
化
す
れ
ば
、
米

軍
と
自
衛
隊
の
共
同
訓
練
が
日
常
茶
飯

事
に
な
り
、
本
土
の
自
衛
隊
基
地
が
日
米

共
同
使
用
さ
れ
ま
す
。

沖
縄
の
基
地
問
題

は
、
他
人
事
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
安
倍
政

権
の
憲
法
破
壊
を
許

さ
な
い
た
た
か
い
と
し

て
連
帯
し
ま
し
ょ
う
。
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２０１６年８月

こ
の
国
は
米
国
の
属
国
か
。
参
院
選
の
投
票
が
終
わ
っ
た
翌
日
の
こ
と
、
安
倍
政
権
に
「憲
法
改

正
」に
必
要
な
議
席
を
与
え
な
か
っ
た
沖
縄
に
非
情
な
バ
ッ
シ
ン
グ
が
浴
び
せ
ら
れ
ま
し
た
。
政
府
は
、

住
民
が
あ
れ
ほ
ど
反
対
し
て
い
る
米
軍
北
部
訓
練
場
の
ヘ
リ
パ
ッ
ド
（ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
着
陸
帯
）建
設
を

強
行
着
工
し
ま
し
た
。
ま
た
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
を
巡
る
和
解
協
議
を
実
質
的
に
打
ち
切
り
、

翁
長
雄
志
知
事
の
海
水
面
埋
め
立
て
取
消
し
に
対
す
る
国
の
是
正
指
示
に
従
わ
な
い
の
は
違
法
と

す
る
訴
訟
を
起
こ
し
ま
し
た
。
沖
縄
は
憲
法
も
民
主
主
義
も
な
い
番
外
地
と
化
し
て
い
ま
す
。

憲法も民主主義もない沖縄
ヘリパッド着工、国が県を堤訴

参
院
選
で
基
地
反
対
候
補
が
圧
勝

沖
縄
県
民
を
叩
き
、
国
民
を
欺
く

炎
天
下
で
続
く
沖
縄
県
民
の
抵
抗

集
約
・
新
設
さ
れ
る
ヘ
リ
パ
ッ
ド

基
地
増
強
に
反
対
！
連
帯
し
て
闘
お
う
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